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施設トマト栽培における CO2の日中低濃度施用の効果 

［要約］ トマトの施設栽培において、CO2濃度を従来よりも低濃度の 400～600ppm 程度で、日

中施用し管理することにより、収量が 15～20%増加する。 
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［背景・ねらい］ 

二酸化炭素（CO2）施用はハウス内のCO2濃度を高めることで光合成を促し、増収させる技術で

ある。近年、従来の施用濃度（1000～2000ppm）よりも低濃度（500ppm 程度）の施用によっても増

収することが報告されている。また、従来のような早朝施用より、光合成の盛んな日中に施用すると

効果が高いとする報告もある。そこで、日本海側地域での施設トマト栽培における CO2 の日中低

濃度施用の効果を明らかにする。 

 

［内容］ 

１ トマトの栽培施設内の CO2 濃度は、CO2 無施用の場合、外気レベル（約 400ppm）以下の

250ppm 程度まで低下する（図１）。 

２ CO2 施用は、７～16 時の日中に、施設内 CO2 濃度が換気停止中は 600ppm、換気中は

400ppm 以上となるように管理する（図１）。 

３ CO2 施用により、果実重が増加し、換気停止中 600ppm、換気中 400ppm 以上で管理すると、

商品果収量は無施用と比べて 15～20％程度増加する（図２）。 

４ 換気停止中の設定濃度は、900ppm と 600ppm では収量の差はない（図２）。換気中の設定濃

度は、外気レベル相当の 400ppm 以上とすると、無施用よりも収量は増加する（図２）。 

５ 灯油燃焼式 CO2発生装置利用の場合、５a での設備コストは約 820 千円（減価償却７年）、灯

油コストは約 40千円/年（単価 100円/Lで試算）で、年間コストは約 157 千円と見積もられるが、

収量増による利益増（87 千円/年・5a）が十分上回る（データ略）。 

 

［導入効果］ 

トマト生産における収量や収益の向上に寄与する。 

［導入対象］ 

施設トマト生産者 

［留意点］ 

１ 本成果は、３段摘心による低段密植栽培にて実施した。 

２ CO2発生装置の他に、CO2濃度管理が可能な制御装置が必要である。 

３ 施用した CO2は自然に拡散するが、循環扇等で空気を撹拌することが望ましい。 

４ CO2施用の効果を高めるため、温度・湿度制御を適切に行う。 



［具体的データ］ 

    

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：生育環境最適化システム開発 

予 算 区 分：県単政策（施設園芸次世代モデル創出事業） 

研 究 期 間：平成 26～28 年度 

発表論文等：園芸学会北陸支部平成 28 年度大会（平成 28 年 11 月） 
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図１ CO2施用による施設内 CO2濃度の推移 
 

注 CO2 施用は、７～16 時の間に、施設内 CO2 濃度が換気停止中は 600ppm、換気中は
400ppm 以上となるように管理した。 

 

図２ CO2施用条件の違いがトマトの商品果収量に及ぼす影響 
 

注１ CO2施用条件は、換気停止中/換気中の設定濃度を示す。600/400の場合は、７～16時
の時間帯に、施設内 CO2濃度が換気停止中は 600ppm、換気中は 400ppm 以上となるよ
うに管理した。 

注２ 各作型の栽培期間は秋冬作：８～12 月、冬春作：１～５月。 
 

 
 


